
第 5 学年学級活動学習指導案 

令和 年 月 日〔 〕 

場所 教室、家庭科室 

Ｔ１ 学級担任・家庭科専科 

Ｔ２ 栄養教諭 

１．題材 災害に備えた衛生と食料について考えよう 

２．題材について 

（１）題材観 

本校では、災害時には、教育委員会と連携し、被害状況の把握、役割分担、避難所開設等の防災計 

画に則り、組織として災害対応にあたるようになっている。また、災害に備え避難経路の確認などの 

避難訓練を定期的に行い、災害時に備えている。 

５年生は４年生時に社会科において東日本大震災では習志野市も液状化による家屋の損壊、下水道 

の停止など多くの人が被災したことなどの被災状況を知ることから学習が始まった。そして、「自助 

＝自分（家庭）」「共助＝地域・学校」「公助＝市・県・国」の３つの視点から地震から自分たちのくら 

しを守るための方法や自分に何ができるのかを考える学習に取り組んできている。 

また、５年生の社会科では「自然災害を防ぐ」、保健体育では「自然災害によるけがの防止」、理科 

では「台風と防災」、道徳では「明日へ向かって」において学習し、自然災害への備えについて考えを 

深めている。 

そこで、今までの学習を発展させ、災害への備えとして、衛生的に食事をするための工夫や非常食 

の備えを生活の中でできる力を身につけさせたいと考えた。また、児童を通して家庭への防災意識を 

高めることに繋げることができるように、本題材を設定した。 

（２）児童の実態

どの授業の調べる活動や発表にも積極的に取り組む児童が多く、家庭科の調理実習にも意欲的に取 

り組んでいる。 

４年時に災害に対してどのような意識や感覚を持っているのかについてアンケートを行っている。 

（令和３年６月８日 218 名で実施） 

①住んでいる家や場所は災害時に安全だと言えますか？

安全８７名（４０％） それなりに安全９１名（４１％） あまり安全でない３３名（１５％）

安全ではない７名（４％）

②災害が起こった時に備えて、家で準備していることはありますか？

ある１３７名（６３％）  ない８１名（３７％）

どのようなことを準備していますか？

・逃げ道・非常食・ライト・懐中電灯・大量の水・防災リュック・ガムテープ・防災頭巾

・ヘルメット・避難場所を決めている・非常用トイレ・長持ちするご飯



アンケート結果からは、家庭や児童の防災に対する意識に差があると思われる。

（３）指導観
  まずは、災害時に自助となる食中毒や感染症を予防するために、衛生面に配慮した食事のとり方に 

ついての手立てを考えさせたい。避難所生活をシュミレーションすることで災害時における衛生管理 

の大切さに気がつき，感染拡大防止のための方法を理解できるようにしたい。 

大災害が発生すると，電気，水道，ガス（都市ガス）といったライフラインは停止し，利用が困難 

  になる。首都直下地震などによる東京の被害想定では，各ライフラインの復旧目標日数は、電気で 6 

  日、上水道で 30 日、ガス（都市ガス）で 55日とされており，ある日突然，日常とはかけ離れた生活 

  を余儀なくされる。ライフラインが遮断された状況を乗り越える術として，温かい食事がとれるよう 

  に５年生の家庭科で実習を行った「ご飯をたいてみよう」を発展させ、災害時の調理方法として代表 

  的なパッククッキング（ビニール袋を使った調理）でご飯を炊く実践を通して、災害時の調理方法を 

  身に付けることで、自助だけでなく共助になることに気づかせたいと考えた。 

災害時には、いつもと変わらない、温かく、栄養バランスのとれた食事があれば、心と体が満たさ 

  れ、毎日変化に富んだおいしい食事があれば、前向きな思考と、元気に活動するためのエネルギーが 

湧いてくると思われる。自然災害の多い日本において、災害時の備えについて理解し、用意しておく 

ことは非常に重要である。その手立ての一つとして、児童が備蓄食品の役割を理解し、災害時に備え 

て家庭に必要なものや量を考えることのできる技能を育てた。さらに、児童自らが災害に備えた備蓄 

食品のリストを作ることで、家庭での防災に関する意識が高まることを期待したい。 

  なお、本学習には ICT を活用して,教科等横断的な食の防災教育を実践し、防災・災害時における児 

童の「主体的に行動する態度」の育成を目指したい。 

（４）題材の目標 

【知識・技能】 

・災害時の調理方法であるパッククッキングについて知り、実践することができる。

【思考力・判断力・表現力】 

・災害時に自助となる食中毒や感染症を予防するために、衛生面に配慮した食事のとり方についての

手立てを考えることができる。

【学びに向かう力・人間性】 

・家族のことを考えて、我が家の３日間の備蓄食品リストを作ることができる。

３．題材の観点別評価基準 

Ⅰ よりよい生活や人間関係

を築くための【知識・技能】 

Ⅱ 集団の一員として話し合

い活動やよりよい解決策を決

める【思考力・判断力・表現力】 

Ⅲ 日常の生活や自己の在

り方を主体的に改善しよう

とする【学びに向かう力・人

間性】 

1/3 ・食中毒や感染症を防ぐため

に、衛生面を考えて食事をする

ことの大切さに気づくことが

できる。 

・災害時を想定し、工夫して衛

生的に食べる方法を考えるこ

とができる。 



2/3 ・災害時の調理方法であるパ

ッククッキングについて知る。 

・簡単なパッククッキングが

できる。 

・パッククッキングを実践す

ることで、実生活への適応を

考えることができる。 

 

3/3 ・災害に対して備蓄食品やロ

ーリングストックの必要性を

理解する。 

・日常で食べている食品を利

用したローリングストック法

など災害への備えをすること

ができる。 

・家族のことを考えて、我が

家の３日間の備蓄食品リス

トを作ることができる。 

 

４．題材の指導計画と評価 

時 学習活動と内容 評価●、支援○（評価方法） 

1/３ ・災害時に衛生的に食事をするために大

切なことを考える。 

・災害時のライフラインについて知る。 

・避難所での食中毒や感染症の予防につ

いて考える。 

〇衛生的に食事をするための基本を理解する。 

〇ライフラインが止まった時にどんなことに困る

のか考えさせる。（ワークシート、発表） 

●日常での衛生管理が災害時にも役立つことを理

解する。（ワークシート） 

2/3 ・パッククッキングがなぜ災害時に役立

つかを知る。 

・パッククッキングでご飯を炊く。 

〇災害時のパッククッキングの役割を理解する。 

●全員がポイントに気をつけて調理することがで

きているか。（観察） 

3/3 ・備蓄食品には非常食と災害食があるこ

とを知る。 

・ローリングストック法について知る。 

・我が家の３日間の備蓄食品リストを作

る。 

〇ローリングストック法を理解し、家庭での買い

置きが災害食となることに気づかせる。 

●家族のために我が家の 3 日間の備蓄食品リスト

を作成できたか。（ワークシート） 

 

５．本時の指導（１/３）災害時に衛生的に食事をする方法 

 （１）目標 

 【知識・技能】 

・食中毒や感染症を防ぐために、衛生面を考えて食事をすることの大切さに気づくことができる。 

 【思考力・判断力・表現力】 

 ・災害時を想定し、工夫して衛生的に食べる方法を考えることができる。 

 （２）食育の視点 

〈食事の重要性〉 

・災害時にも、食中毒や感染症を予防するために、より衛生面に気をつけて食事ができるようにす 

 る。 

 

 

 



 （３）展開 

時 発問と資料 

 

児童の主な学習活動 支援・留意点（〇） 

評価〔評価方法〕（●） 

導

入 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

・最近、どんな大きな災害

が起きているか知っていま

すか？(T1) 

 

 

 

・被災した人たちは、今、 

どんなことに困っていると

思いますか？（T1) 

 

 

・みなさんは食事をする時

にどんなことに気をつけて

いますか？（T2) 

 

・食中毒を起こさないため 

の手洗いのポイントや菌が

発生しやすい（増えてしま

う）温度についてクイズを

出す。（T2) 

・手洗いをする時に洗い残

しの多い箇所は？ 

・食中毒菌の発生しやすい

温度帯は？ 

・災害時に手が洗えないと

したら、食事をする時には 

どんなことに気をつけます 

か？（T2) 

 

1． 最近、起きた災害について思

い出す。 

・トルコやシリアで大地震が起き

た。 

・多くの人が亡くなったり、けが

をしている 

〇寒くて大変そう 

〇食べ物や飲み物がなくて困って

いる 

 

 

２．食事をする時の衛生について

考える。 

・手を石けんでよく洗う 

 

 

 

 

 

 

・指先 

・親指 

・２０度から５０度の温度帯に菌

が増えやすい 

 

 

 

 

2．食事をする時に衛生を保つ方法

を考える。 

・ウェットティッシュで手をきれ

いにふく方法を知る。 

・アルコールの有効活用 

・食べ残しはせず、1 度に食べき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●誰でもできる食中毒の予防

は「手洗い」であることに気づ

いたか。（発表） 

 

 

 

○クイズ形式にすることで，問

題を身近に考えられるように

する。 

 

○全員に見やすくするために

パワーポイントで画面に映す。 

 

 

 

 

 

 

〇水が出ない時の工夫を考え

られるようにする。 

 

 

 

 

災害時に衛生的に食事をするために大切なことは何だろう 

資料 

クイズのパワーポイ

ント資料 

 

資料 PPT資料 

 



 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５ 

 

・災害時に食事をする際に

用意しておくとよいものを

考えてみましょう。（T2) 

 

・ライフラインって何か 

知っていますか？（T2) 

 

 

・みなさんは、家で過ごし

ている時に電気、ガス、水

道をどのように使っていま

すか？（T2） 

 

 

・まず、自分で考えてみま

しょう。その後、班で意見

を出し合いましょう。 

・班ごとに発表してくださ

い。（T1) 

 

・密集している避難所生活

で自分にできる衛生を保つ 

方法や感染症を防ぐ方法を

考えてみましょう。(T2) 

 

 

 

 

・感想を書きましょう。 

 

４．災害時の衛生的な食べ方につ

いて考える。 

・素手で直接、食べ物を持たない 

・使い捨ての容器を使う。 

・ラップを使う。 

 

 

 

 

 

５．ライフラインについて知る 

・日常でライフラインを使用する

場面を考える 

 

６．災害時のライフラインの状態

を知る 

・電気、ガス、水道を家でどのよ

うに使っているかワークシートに 

記入する。 

 

・電気、ガス、水道が使えなくな

ることを考える 

 

 

 

 

７．災害時に衛生状態を保つため

にできることを考える。 

 

※想定場所：避難所 

【ミッション】 

・感染症を防ごう →マスクの着

用、手洗い、うがい、換気など 

  

 

 

○ラップなどを活用すること

によって衛生的に食べられる

ことに気づけるようにする。 

○ラップおにぎりのスライド

を映し，具体的な手法について

理解できるようにする。 

 

 

 

○生活の中でライフラインは

欠かせないことに気づかせる。 

 

 

○災害時の生活が想起できる

ように，ライフラインが止まっ

ている様子を映す。 

●ライフラインが止まった時

にどんなことに困るのか理解

している。（ワークシート、発

表） 

 

 

 

 

○実際の災害現場の様子を映

すことで，実感をもつことがで

きるようにする。 

 

 

●日常での衛生管理が災害時

にも役立つことに気づくよう

にする。（ワークシート） 

 

 

 

資料 

消毒液、ラップ、紙皿 

ウエットティッシュ、 

箸，スプーン、使い捨て

手袋 

資料 PPT資料 

 

 日常での衛生管理を災害時にも役立てよう 



 

（４）板書計画 

 

６．本時の指導（２/３） ライフライン遮断時の食事について（パッククッキング） 

（１）目標 

【知識・技能】 

・災害時の調理方法であるパッククッキングについて知る。 

・簡単なパッククッキングができる。 

【思考力・判断力・表現力】 

・パッククッキングを実践することで、実生活への適応を考えることができる。 

（２）食育の視点 

 〈食事の重要性〉 

災害時にパッククッキングなど、自らが調理や食事の準備ができるようになる 

（３）展開 

時 発問と資料 児童の主な学習活動 支援・留意点（○） 

評価〔評価方法〕（●） 

導

入 

２ 

 

 

 

 

・家ではご飯を何で炊いて

いますか？(T1) 

・家庭科では何を使って炊

きましたか？(T2) 

 

 

 

１．普段の生活でのご飯の炊き

方を思い出す。 

・家庭では炊飯器、家庭科では鍋

でご飯を炊いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッククッキングでごはんをたこう。 

 

 

 

 誰にでもできる食中毒予防   ライフラインが止まってしまうとどんなことが起きるか 

    ＝手洗い 

 災害時に食事をするときに 

あると便利な物 

 消毒液、ラップ、紙皿 

 ウエットティッシュ、 

 箸，スプーン、使い捨て手袋 

 

 避難所でできる衛生を 

 保つ方法・感染症予防 

 

 

災害時に衛生的に食事をするために大切なことは何だろう 

 

水が止まると ガスが止まると 電気が止まると 

 
日常の衛生管理が役立つ＝手洗い・うがい・マスク 



展

開 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

３ 

 

・パッククッキングについ

て説明する。(T2) 

 

 

 

 

 

・パッククッキングの調理 

方法のポイントについて 

説明する。（T2） 

 

 

 

 

 

 

 

・パッククッキングをやっ

てみよう。(T1)(T2) 

・加熱をしている間に安全 

なカセットコンロの使い方 

を説明します。（T２） 

 

 

 

・災害時には、使ったお湯

は貴重な水です。（T1) 

 

 

 

 

・災害時に、みなさんもパ

ッククッキングをしたら、

共助にもなります。(T1) 

 

２．パッククッキングがなぜ災

害時に役立つかを知る。 

・ライフラインが止まった時で

も実践しやすい。 

・暖かいものが食べられる。 

 

 

2．パッククッキングの方法とポ

イントを知る。 

・使える袋と使えない袋の違い

は？ 

・袋の空気を抜く 

・結び目は上の方 

・なべのふたはしない 

・なべは深いものを使う 

・具体的な作業方法 

 

３．調理実践 

 

４．カセットコンロを使用する

時の注意点を知る。（加熱中） 

 

 

 

 

５．片付け 

・湯せんに使った水を使う 

 

 

 

 

 

○教材の掲示 

○条件からどのように料理を

するのか考えさせる 

○災害時にパッククッキング

が有効であることを強調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各班のサポート 

●全員がポイントに気をつけ

て調理することができている

か（観察） 

○安全に調理できているかの

確認 

〇加熱時間が適切であるか確

認する 

 

〇茹でたお湯を残しておくよ

う指示する 

 

 

 

 

 

 

※パッククッキングは１時間展開のため、無洗米はあらかじめビニール袋に一人分ずつ計量済み。 

※１時間展開のため、炊き上がったご飯は、給食の主食として給食時に食べる。 

PPT 資料 

PPT 資料 

 
災害時の食事の調理に、パッククッキングを役立てよう 

 

資料 

PPT 資料 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時の指導（３/３) 災害に備えた備蓄食品について 

 （１）目標 

 【知識・技能】 

・災害に対して備蓄食品やローリングストックの必要性を理解する。 

 【思考力・判断力・表現力】 

・日常で食べている食品を利用したローリングストック法など災害への備えをすることができる。 

【学びに向かう力・人間性】 

・家族のことを考えて、我が家の３日間の備蓄食品リストを作ることができる 

 （２）食育の視点 

〈食品を選択する能力〉 

災害時に必要な備蓄食品の役割や量について理解し、自宅の備蓄食品を準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッククッキングとは？ 

 食べ物をふくろに入れて、お湯をわかした鍋に 

 入れて、火をとおして料理をする 

用意するものは？ 

 カセットコンロ・ボンベ・なべ・専用のふくろ 

パッククキングのポイントは？ 

①湯せん調理に使えるふくろを１重で使う 

②ふくろの空気は完全に抜く 

③上の方でふくろの口を結ぶ 

④なべのふたはしない      

⑤なべは深いものを使う 

⑥なべの底にお皿をしく 

 パッククッキングでご飯をたこう 

 

   分量と作り方 

 

鍋のお湯は？  

再利用しよう！ 

 
災害時の食事の調理に、 

パッククッキングを役立てよう 



（３）展開 

時 発問と資料 児童の主な学習活動 支援・留意点（○） 

評価〔評価方法〕（●） 

導

入 

５ 

 

 

 

 

 

展

開 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時のふりかえり 

・災害時に備蓄食品は

役立つと思いますか？

（T1) 

 

 

 

 

・備蓄食品には、どんな

ものがあるでしょう？ 

（T2） 

・パワーポイントや実

際の食品を見て防災食

と日常食に分けてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

・ローリングストック

法って聞いたことがあ

りますか？（T２） 

 

 

 

・災害等に備えて何日

分の水と食料を用意し

ておけばよいでしょう

か？（T2) 

 

 

 

 

 

１．備蓄食品が必要な理由を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

２．備蓄食品には災害食と非常食

があることを知る。（クイズ） 

 

・非常食はいざという時のために

置いておく食品  

 乾パン、保存用ご飯 

・災害食は普段食べている食品で、

常温で半年程度以上保管できる食

品 

 缶詰、レトルト食品、乾燥 

 野菜、お菓子 

 

３．ローリングストック法につい

て知る。 

・日常的に食べて、買いたすを繰り

返して災害時の食に備える方法 

 

 

４．災害に備えて何日分の水や食料

の用意が必要かを知る。（クイズ） 

 

 

 

５．大人一人が 1 日にどれぐらいの

量の備蓄食品が必要かを知る。 

 

 

〇災害が起こった時のイメー

ジができるようにする。 

〇全員に見えるように、PPT

のスライドをプロジェクター

で映す。 

 

 

 

〇全員が参加できるようにク

イズをテレビに移しながら発

問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇家庭での買い置きが災害食

となることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備蓄食品の役割を知って、わが家の備蓄食品リストを作ろう 

ワークシート 

PPT 

食品 

ワークシート 

PPT 

ワークシート 

PPT 



５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５ 

・備蓄食品を選ぶポイ

ントを考えてみましょ

う。（T2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家族のことを考えて

災害の備えた 3 日分の

我が家の備蓄食品リス

トを作ってみましょう。

（T2) 

ワークシート 

・どのようなリストを 

作ったかを発表してく

ださい。（T1） 

 

 

 

 

・まとめと感想を書き

ましょう。（T1) 

６．どんな備蓄食品を用意すれば

よいかを考える。 

・長く保存ができる（腐りにくい） 

・調理が簡単にできる 

・普段食べている食品を活用する 

・栄養がとれる 

（主食・主菜・副菜） 

・３日から１週間分 

（水は１日３ℓ） 

・心があたためる物も用意 

 

 

７．家族のために我が家の 3 日分

の備蓄食品リストを作成する。 

 

 

 

 

 

〇前時や本時の学習を思い出

すことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●３日分の備蓄食品を考えら

れるようにする。 

（ワークシート、発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ローリングストック法を活用して災害時に備える 



 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         備蓄食品             ローリングストック法  

                             そなえる 

 

                         

 

買いたす       食べる 

                 「日常的に食べて買い足す」を繰り返して災害時に備える方法 

                    

   備蓄食品を選ぶポイント 

・長く保存ができる（くさりにくい）       我が家の 3 日分の備蓄食品リストを作ろう 

・調理が簡単にできる 

・普段食べている食品を活用する 

・栄養がとれる （主食・主菜・副菜） 

・３日から１週間分（水は１日３ℓ） 

・心があたためる物も用意 

備蓄食品の役割を知ってわが家の備蓄食品リストを作ろう 

非常食 

・いざという時に使わ

ずに置いておく食品 

 

   写真 

災害食 

・災害時にも食べること

ができる普段食べてい

る食品 

    写真 

 
ローリングストック法を活用して 

災害時に備える 


